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研究成果の概要（和文）：日本近代史の１級史料でありながら，膨大な分量と読みにくい文字の

ために，その利用が一部の研究者のみに限られていた倉富勇三郎日記の翻刻をおこない，１９

１９年１月から１９２６年末までについては翻刻を完了した。そのうち１９１９年１月から１

９２２年末までの日記については『倉富勇三郎日記』第１巻，第２巻として国書刊行会から出

版した。翻刻作成にあたっては，京都大学文学研究科で開発中の史料・文献研究支援 ICT ツー

ルである SMART-GS を使用した。 
研究成果の概要（英文）：KURATOMI Yuzaburo(1853-1948) was a bureaucrat-politician 
of Meiji,Taisho and early Showa era, being the Chairman of Privy Council from 1926 to 
1934. He is famous for his detailed diary which he continued to keep from 1919 to 1947. 
It is the first class historical document of the political and social life of Imperial Japan 
and reveals a lot of inside stories about the Imperial Household and the Privy Council. 
However, due to his illegible handwriting and enormous volumes, it is very difficult for 
even a professional researcher to read the diary. To make it easier, we are making a 
transcription of Kuratomi diary from 1919 to 1934 and already have published a part 
of them (the diary of 1919-1922). To make the transcription of the diary, we use 
smart-gs, a new ICT tool, developed by the Graduate School of Kyoto University.  
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１．研究開始当初の背景 
倉富勇三郎（1853～1948）は，明治・大正・

昭和戦前期に活躍した官僚政治家であり，司
法省，統監府・朝鮮総督府，内閣法制局，宮
内省に奉職したあと，枢密顧問官となり，
1926年から 1934年まで 8年間にわたり枢密

院議長をつとめた。倉富は膨大かつ詳細な日
記を残したことでよく知られており，そこに
は彼が職務上知りえた情報はもとより，宮内
省，枢密院，内閣，司法部，朝鮮総督府の高
官達との間でかわした会話の内容が克明に
つづられている。 
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1970 年代後半に国立国会図書館憲政資料
室で倉富日記が公開されて以来，数多くの研
究者がこれを利用してきた。その史料価値の
高さは多くの研究者が一致して認めるとこ
ろである。しかしながら，その分量が膨大で
ある（現存しているのは 1919 年初めから 
1947 年 11 月末までの日記 304 冊に、東京
控訴院検事長時代の執務日誌である  1905 
年  7 月～1906 年  8 月の  4 冊を加えた 
308 冊である。このうち 1945 年初めから 
1947 年 11 月末までの 7 冊を除いた 301 
冊が国立国会図書館に所蔵されている）うえ
に，普通の人間にはとても判読できそうもな
い，クセのある手書き文字で細かくビッシリ
と書かれているため，それなりの訓練を受け
た専門家でなければ，日記を読むことができ
ない。また専門家であっても，そのあまりに
膨大な量のために，日記全編を通読しえた者
はほとんどいない。 
研究代表者の永井は倉富日記をはじめて

読んだときから，この貴重な史料を研究者だ
けの世界にとどめず，広く一般国民のさらに
は世界中の共有財産とすべきではないかと
の思いを有していたが，今まで何度かそれが
試みられては挫折したことを知るにつけ，と
うてい不可能だとあきらめていた。ただ，
1998 年頃から担当する大学院の演習でテキ
ストに使用し，細々ながら解読の作業を続け
ており，歩みは遅くとも，その作業の結果が
蓄積され，倉富日記を解読できる人材も育ち
つつあった。その一方で、倉富日記への一般
的な関心が高まるのをみて，日記を用いて研
究をおこなう段階から，日記そのものをより
多くの人間が読めるようにすべき時期に，今
やさしかかっているのではないかとの思い
が次第に強まり，及ばずながらその翻刻・刊
行に挑戦してみようと決意するにいたった。
2008 年に倉富勇三郎日記研究会を発足させ、
翻刻・刊行事業に着手することにしたのであ
る。 
 
２．研究の目的 
（１）『原敬日記』に匹敵する日本近代政治
史研究上の第一級史料である倉富勇三郎日
記を翻刻し，注釈と解説をほどこすこと，そ
れによって難解な手書き文字で書かれてい
るため，ごく限られた少数の研究者たちだけ
しか利用できなかったこの貴重な歴史資料
を，学界のみならず，日本国民さらには世界
中の共有財産とすること，さらに翻刻した日
記を学術図書として出版することが第１の
目的である。 
（２）倉富日記の翻刻作業を進めるにあたっ
て，京都大学文学研究科の情報・史料学研究
室が開発を進めている文献学・史料学研究用
の新しいツール SMART-GS を使用する。
SMART-GS はデジタル画像化された手書き

文字資料の翻刻と解析のための新たな ITC
研究支援ツールである。これを利用して倉富
日記の翻刻をおこない，このツールが実用に
たえるものであることを検証するとともに，
手書き文書の読解を必須のものとする歴史
研究において，新たな技法の確立にむけて実
験をおこなうことが，本プロジェクトの第２
の目的である。 
（３）翻刻した倉富日記を史料として用い，
1920 年代から 1930 年代の日本政治・外交
史および精神史にかかわる，いくつかの重要
なテーマについて研究をおこなう。それが第
３の目的である。そのテーマとしては，倉富
日記にみる宮中問題の研究，倉富日記にみる
天皇の政治権力と権威の研究，倉富日記にみ
る政党政治期の司法官僚と政治の研究，倉富
日記にみる中国問題・中国認識の研究，倉富
日記にみる朝鮮植民地支配の研究等があげ
られる。 
 
３．研究の方法 
日記の翻刻・刊行の作業工程は，１翻刻→

２校閲→３整形→４人名注釈→５印刷（校
正・解説・人名索引）という流れになる。こ
のうち，SMART-GS を使用するのは，１翻
刻と２校閲の工程だけであり，３以降の印刷
刊 本 作 成 の 工 程 で は 使 用 さ れ な い 。
SMART-GS には翻刻テキストだけを抜き出
して書き出す機能があり，それを使って校閲
の終わった翻刻テキストを Word のファイ
ルに流し込み，印刷組版にあわせて整形する。
さらに人名注釈をほどこし，印刷原稿が完成
する。ここまでは Word を使っての作業とな
る。５は解説を書く作業をのぞき，印刷され
た校正ゲラ（紙媒体）を対象におこなう作業
である。 
この１～５の工程を１１ （研究代表者・

分担者８人，研究協力者３人）人で分担しな
がらおこなってきた。翻刻は，日記帳の冊子
１冊を１翻刻単位とし，原則として １人の
翻刻者がその単位全部を翻刻することとし，
５～６ 人がそれに従事した。これがいちば
ん骨の折れる作業である。翻刻の終わった 
ファイルは校閲者に渡され，校閲がおこなわ
れる。これも原則として １翻刻単位を１ 人
の校閲者で校閲し，３～４ 人がこれにあた
った。いっぽう整形，人名注釈，印刷（校正・
解説・人名索引）の３つは印刷用原稿作成の
ための一連の工程であるので，３～４ 人が
この３つをあわせて担当している。各工程の
作業者間の連絡は，メール，メーリング・リ
ストを使用し，ファイル交換には商用のスト
レージ・サービスを利用してきた。 

SMART-GS の WebDAV クライアント機
能が利用できるようになった 2010 年以降
は，翻刻・校閲の作業は WebDAV サーバ上
のファイルを編集することでおこなってい



る。 
 2008 年初めから翻刻を開始したが，最初か
らすぐに SMART-GS を使って翻刻できたわけ
ではない。まず，国会図書館から購入した倉
富日記のマイクロフィルムから日記のデジ
タル画像を作成する必要があった。SMART-GS 
が利用できるようになったのは，2008 年 11 
月になってからであるが，この時点では
SMART-GS にはネットワーク機能がそなわっ
ていなかった。 
複数の人間が協働して翻刻・校閲作業をお

こなうので，メンバー全員の作業環境を一致
させておかないといけない。とくに重要なの
は，日記の画像の入ったフォルダの構造とそ
の置き場所を一致させておくことである。そ
のために，倉富日記の全画像をおさめたポー
タブル・ハードディスク（容量 250GB）を 
各メンバーに配布し，そのハードディスクの
ドライブ名を 固定し（作業をおこなう 
すべての PC において、そのハードディスク
が常に Z ドライブになるように設定した），
さらに SMART-GS の Preference の Images 
の配置を Z ドライブ以下のフォルダになる
よう設定した。また，日記の画像のファイル
名のつけ方，画像を収納するフォルダのディ
レクトリ構造なども，あとで問題の生じない
ように工夫しておく必要がある。 
 SMART-GS の画像文字検索とネットワーク
機能を使用できるようになったのは，2010 年
5 月からであり，そのために SMART-GS のバー
ジョンアップと作業環境の変更をおこなっ
た。 
 
４．研究成果 
（１）研究の主目的である倉富日記の翻刻・
刊行については，1919 年～1922 年分につい
ては，『倉富勇三郎日記』第１巻，第２巻と
してすでに刊行済みである（2010 年，2012
年）。続く 1923，24 年分もすでに印刷にまわ
っており，現在初校を校正中である。2013 年
10 月末には刊行の予定である。 
それ以後の分の進捗状況は，第一次翻刻に

ついては 1926年分までが完了しており，1925
年分については校閲もおわっている。1927 年
分の翻刻は未完成であるが，おおよそ３分の
２が終わっている。 
最初想定していたよりも翻刻と校閲に時

間がかかり，翻刻・校閲・注釈作業が予定よ
りも遅れてしまった。これは日記の分量につ
いての予測が甘かったことが主因であるが，
他の原因としては，日記の出版刊行のための
原稿作成，校正作業にかなりの時間をとられ
たこともあげられる。出版となると，たんに
翻刻の作成ではすまず，いろいろと技術上の
問題が発生し，それに対応するのに研究代表
者が多くの時間を費やさざるをえず，そのた
めに全体の作業の流れが停滞したのである。 

（２）国書刊行会から刊行された『倉富勇三
郎日記』第１巻は，地味な学術史料の刊行と
してはまれにみる注目を浴び，少なからぬ新
聞，雑誌において注目すべき文化事業として
紹介された。 
（３）SMART-GS の利用については，システム
の改良（ネットワーク機能の付加）に時間が
かかり，実際に SMART-GS のネットワーク機
能を使っての協働翻刻システムが軌道にの
ったのは，2010 年度半ばからであった。また，
協働翻刻システムを稼働させるために作業
者の作業環境を統一する必要があるが，人数
が多いとこれが簡単でないことがわかった。
トラブル発生時の対処法が問題である。しか
し，試行錯誤の結果，SMART-GS を使用した協
働翻刻作業システムの原型を確立すること
ができた。このようなオンラインによる協働
翻刻作業の実践例はおそらく世界でもごく
少数であり，ICT ツールの人文学への応用に
ついて新たな局面を開くことができたと自
負している。なお，本プロジェクトの実践例
およびその過程で見つかった諸問題は，
SMART-GS の開発者にフィード・バックされて
おり，SMART-GS の改良に大きく寄与している。 
（４）翻刻と出版事業の遅れにより，いちば
ん影響を受けたのが，倉富日記を史料として
各分担者がおこなう研究の分野であった。主
たる成果をあげると，宮中研究については，
永井が倉富日記を材料に 1920 年の「皇族の
降下に関する施行準則」の制定過程をはじめ
て明らかにした。小山俊樹はその政党内閣期
の政治史研究に倉富日記を活用し，枢密院議
長としての倉富の政治手法に新たな解釈を
提示した。また河西は刊行された倉富日記を
使って大正デモクラシー期の宮内省内に天
皇と皇室の機能についていくつかの異なる
解釈が存在していたことを明らかにした。
Lee Sung yup は倉富日記に記されている記事
をきっかけに，李太王毒殺説についての研究
をおこない，さらにそれに連続する李太王の
諡号，建廟，造陵についても研究をおこなっ
た。これは韓国においても大いに注目された。
2009 年に倉富日記掲載の李太王毒殺の噂に
ついての記事に関連して，研究代表者の永井
と Lee は韓国放送の取材を受け，同年 8 月 15
日の記念番組で放送された。 
 最初の計画では想定していなかったが，本
プロジェクトで行った倉富家所蔵資料の調
査により未見の新史料をいくつか発掘でき
た。とくに倉富の朝鮮総督府勤務時代の写真
がまとまって出てきたのは，大きな発見であ
る。この所蔵写真の一部の解析を京都大学人
文科学研究所水野直樹教授と同大学人間環
境学研究科西垣安比古教授に委嘱したとこ
ろ，韓国併合前後の朝鮮総督府の京城都市構
想についてあらたな知見を得ることができ
た。 
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③永井和「田中義一内閣期の朝鮮総督府官制
改訂問題と倉富勇三郎」松田利彦・やまだあ
つし編『日本の朝鮮・台湾支配と植民地官僚』，
2009 年，497-561 頁，思文閣出版 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
倉 富 勇 三 郎 日 記 研 究
（ http://nagaikazu.la.coocan.jp/kuratomi
/kuratomi.html） 
 なお，このサイトに本研究による研究成果
をまとめた PDF ファイルを掲示している。 
http://nagaikazu.la.coocan.jp/kuratomi/k
akenreport2.pdf 
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